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3．砂漠の緑化が歴史遺産を破壊する
　アマゾンの開発で森林が毎年激減している。アラビ
ア半島では砂漠緑化で砂漠が消え、森林が増えている。
砂漠の中に１本のまっすぐな道が造られ、その両側に
碁盤の目状に苗木が植えられる。その範囲がいかに広
大なものとなったか、衛星写真で確認できる。砂漠緑
化のうらで、自然と歴史の遺産破壊が進行している。
　砂漠緑化は両刃の剣、絶対善ではない。環境保護団
体も砂漠の森林を切り倒さないが、砂漠の民の故郷と
伝統文化、自然環境は破壊されている。暑さ対策から
植樹することが自然破壊となる。地球温暖化を止める
ため砂漠を森にすると、砂丘と歴史遺産が壊れる。一
方の考えが強くなると、次の世代はその行き過ぎで壊
されたものを保護し復元することが多い。20 世紀後
半からたびたび見られた、開発の後に周辺に残ったも
のの保護、工場跡地に建設した文化施設という関係と
同じであろう。都市開発で中心部が近代化され周辺に
残った古い部分を、世界遺産の候補にすることもある。
文化施設はいま不要な箱物とも言われる。こうした社
会の意識変遷をみると、壊してから保護運動を起こす
より、残っている間に保護活用へ移ることが計画的で
適切、安価である。
　砂丘の遺跡と海底の遺跡は物の残り方が似ている。
層位的に堆積するのでなく、砂や水の動きで物が表面
に集まる。砂漠と海底は遺跡の残り方に共通性がある。
砂漠の遺跡は海底に残る水中遺跡と同じく、保護し活
用する対象だが、それは地上の普通の遺跡より難しい。
砂丘を越えて遺跡を探す冒険的調査を行い、発掘し、
遺跡の価値を評価する研究が必要である。
　縄文時代は今より温暖で、海は内陸に入っていた。
日本から大陸へ歩いて行けるほど、氷河期のように寒
く海面が低い気候を望む人は少ない。数千年から数万
年の時間で我々の環境を考えると、数十年の変化の意
味は変わってくる。急激な環境変化は現在の生態系を
壊す。現状を維持するためには炭酸ガスの排出を減ら
し、植樹もする。現状を守ることが自然や文化を壊す
こともある。どのような気候で、どの遺跡を残すか、
現状で判断が求められる。 
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